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平成３１年度のおもな事業
一般質問
下水道議案を可決
住民との意見交換会を開催
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平成31年度の おもな事業平成31年度の おもな事業
　３月定例会は、７日から20日までの14日間の会期で行われました。

　平成31年度当初予算は、予算特別委員会を設置し、審査を行いました。

　平成31年度当初予算17議案をはじめ、平成30年度補正予算12議案、条例改正、人事

案件など18議案、議員提出議案(意見書)１件を審議し、原案どおり可決しました。

除雪活動へ支援
自治会が行う道路などの除雪に

一部補助する
１８５万円

宮中儀式の新嘗祭へ献穀
献穀米事業実行委員会に補助する

１００万円

にい  なめ  さい

プレミアム商品券の発行
消費税率アップの影響を緩和するため、３歳未満児
の子育て世帯、住民税非課税世帯に商品券を発行　
※4月2日に、3歳半までの子どもに拡大された

梨選果場の機能を充実
老朽化した東郷梨選果場の出荷機器の
入替えと、自動化へ助成する

１億２１３５万円

中央公民館泊分館の建替え
老朽化した建物の解体、また新築
に向けた調査と基本設計を行う

１３０４万円

全公営住宅のあり方と方針を定める
老朽化した公営住宅の建替えや、　
　今後の維持管理に向け調査を行う

１１６１万円

２８２９万円

※
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地方消費税交付金
2億6719万円
2.7％

国庫支出金
9億3283万円
9.6％

県支出金
9億5416万円
9.8％

町債
8億5230万円
8.7％

町税
14億6890万円
15.0％

自主財源
26億8483万円
27.5％

繰入金
6億5928万円
6.8％

その他２
5億5665万円
5.7％

依存財源
70億8417万円
72.5％

地方交付税
39億5000万円
40.4％

国庫支出金
9億3283万円
9.6％

県支出金
9億5416万円
9.8％

町債
8億5230万円
8.7％

町税
14億6890万円
15.0％

自主財源
26億8483万円
27.5％

繰入金
6億5928万円
6.8％

その他１
1億2769万円
1.3％

その他２
5億5665万円
5.7％

依存財源
70億8417万円
72.5％

地方交付税
39億5000万円
40.4％

一般会計
歳入

９７億６９００万円

維持補修費
1億703万円
1.1％

人件費
14億5841万円
15.0％

物件費
14億4145万円
14.8％

扶助費
14億4491万円
14.8％補助費等

14億25万円
14.3％

普通建設事業費
12億8302万円
13.1％

公債費
12億3394万円
12.6％

繰出金
11億8615万円
12.2％

人件費
14億5841万円
15.0％

物件費
14億4145万円
14.8％

扶助費
14億4491万円
14.8％補助費等

14億25万円
14.3％

普通建設事業費
12億8302万円
13.1％

公債費
12億3394万円
12.6％

繰出金
11億8615万円
12.2％

予備費
3013万円
0.3％

積立金
1億7006万円
1.7％

貸付金
1365万円
0.1％

一般会計
歳出

９７億６９００万円

自主財源（固定資産 税・町民税など）が増加傾向平成31年度
一般会計予算

　平成31年度一般会計当
初予算は、総額97億6900
万円で、前年度と比較して
２億6100万円の減額と
なっている。

歳
入

　
歳
入
で
は
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
が
昨
年
度
よ
り
２
億
１
２
２
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
税
は
、
納
税
者
の
増
加
、
家
屋
の
新
築
件
数
の
増
加
で
固
定
資

産
税
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
３
９
４
４
万
円
の

増
額
（
対
前
年
比
２
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
総
額
の
４
分
の
３
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

た
よ
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出

　
歳
出
で
は
、
新
中
学
校
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

事
業
の
借
り
入
れ
の
返
済
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通
建
設
事

業
費
、
公
債
費
が
昨
年
度
よ
り
４
億
８
６
７
２
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
公
営
住
宅
管
理
経
費
、
梨

選
果
場
施
設
助
成
、
中
央
公
民
館
泊
分
館
建
替
え
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

自主財源 町に皆さんが納めるお金

依存財源 国や県からもらえるお金

繰　入　金 貯金を取り崩して、支払いにあてるお金

国庫支出金 国から使いみちが決められたお金

物件費

用語説明
用語説明

賃金、旅費、委託料、交際費

などの消費的経費

扶助費

繰出金

公債費

福祉手当、児童手当などの経費

特別会計に支出されるお金

町の借金返済に使うお金

町税予算額の前年度比較

主な特別会計予算

税　　目

固定資産税

個人町民税

法人町民税

そ　の　他

合　　　　計

町 税

31 年 度

６億４６８０万円

６億　２５７万円

４４９１万円

１億７４６２万円

１４億６８９０万円

会　計　名 ３１ 年 度 前年度比

国民健康保険事業 １８億３６１０万円 １４３０万円

後期高齢者医療 １億７９４８万円 ▲１６万円

介護保険 １８億７０９５万円 ４１３０万円

温泉事業 １２５４万円 ▲１６７１万円

下水道事業 １０億７６２３万円 ３６６０万円

農業集落排水処理事業 １億８７３６万円 １２１万円

国民宿舎事業
事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

３億　８２９万円 ２４９万円

２億８８８８万円 ▲２８３万円

水道事業
２億３４７０万円 ３８５６万円

２億３３９８万円 ４３０２万円

前 年 度 比

２２６９万円

２２４９万円

２０４万円

▲７７８万円

３９４４万円
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町
放
置
竹
林
対
策

　
　
　

協
議
会
（
仮
称
）
を

立
ち
上
げ
る
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

　
　
　
　

山
林
所
有
者
、

　
　
　

農
業
関
係
者
、
有

識
者
を
含
め
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
。
全
国
的
な
流

れ
が
あ
り
、
森
林
環
境
贈

与
税
を
財
源
に
対
策
を
行

う
。

　
　
　
　

竹
バ
イ
オ
マ
ス

　
　
　

発
電
な
ど
取
り
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

対
策
と
し
て
有
効
だ
と
思

う
が
。

　
　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

　
　
　

の
視
点
も
含
め
、
専

門
的
な
分
野
の
話
を
聞
き

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　

今
回
の
増
額
は
、

　
　
　

最
大
値
だ
と
い
う
気

持
ち
を
会
社
に
は
言
っ
て

い
る
。
も
う
少
し
時
間
を

か
け
て
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

☆
羽
合
野
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
の
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
解
体
撤
去
す
る
。

　

ま
た
、
管
理
棟
の
一
部

を
修
繕
す
る
。

　
　
　
　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の

　
　
　

解
体
撤
去
及
び
管
理

棟
裏
の
補
修
工
事
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

運
営
は
。

　
　
　
　

モ
デ
ル
地
区
と
し

　
　
　

て
園
区
が
取
り
組

ま
れ
た
が
、
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

モ
デ
ル
地
区
で

　
　
　

は
、
残
念
な
が
ら
元

の
竹
や
ぶ
と
な
り
難
し
い

状
況
。

☆
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を

維
持
拡
大
す
る
た
め
、
委

託
料
を
増
額
し
、
関
係
人

口
と
納
税
額
の
増
加
を
は

か
る
。

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
会

　
　
　

社
へ
の
委
託
料
が

２
０
０
０
万
円
強
も
の
大

幅
増
額
の
根
拠
は
。

☆
本
町
で
は
、
梨
園
の
耕

作
放
棄
地
の
広
が
り
に
よ

り
、
竹
林
が
繁
茂
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
改

善
し
て
い
く
。 平

成
31
年
度

　
　予
算
特
別
委
員
会

　平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
当
初
予
算
を
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

有
害
な
竹
を
資
源
化
へ

会
社
へ
の
委
託
料
増
額

は
今
回
を
限
度
に

　
　
　
　

専
任
ス
タ
ッ
フ

　
　
　

１
名
の
雇
用
と
、

パ
ー
ト
補
助
員
３
名
と

で
、
さ
ら
に
商
品
開
発
を

充
実
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
販
売
促
進
を
は

か
り
納
税
額
を
増
加
さ
せ

た
い
。

　
　
　
　

実
質
的
に
、
ま
ち

　
　
　

づ
く
り
会
社
を
存

続
さ
せ
る
支
援
に
す
ぎ
な

い
。

　

こ
れ
で
は
、
内
容
的
に

第
三
セ
ク
タ
ー
扱
い
と
一

緒
で
は
。

　
　
　
　

当
初
想
定
し
て

　
　
　

い
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
確
保
が
達
成

で
き
ず
、
そ
れ
を
補
う
た

め
。

　

ま
た
、
事
業
量
の
増
加

を
織
り
込
ん
だ
も
の
で
提

案
し
て
い
る
。

　
　
　
　

地
域
発
展
と
い
う

　
　
　

大
義
は
わ
か
る
が
、

会
社
が
行
き
詰
ま
り
、
形

を
変
え
た
さ
ら
な
る
税
金

投
入
を
危
惧
す
る
が
。

　
　
　
　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が

　
　
　

経
年
劣
化
で
危
険
な

た
め
撤
去
。
管
理
棟
裏
の

補
修
を
し
、
引
き
続
き
使

用
す
る
。

　
　
　
　

公
共
施
設
の
３
分

　
　
　

の
１
削
減
計
画
の
中

で
、
何
が
ベ
ス
ト
か
、
経

費
な
ど
も
含
め
て
削
減
計

画
を
早
急
に
出
す
べ
き
で

は
。

　
　
　
　

施
設
の
あ
り
方
を

　
　
　

検
討
す
る
中
で
、

予
算
を
計
上
し
た
。
着
工

ま
で
に
も
う
一
度
検
討
す

る
。

老朽化が著しいスコアボード
（羽合野球場）

当
面
は
利
用
可
能
で
維
持

竹
資
源
を
有
効
活
用
（
原
）

問答問答

問答問

答問答問

答問

答問答
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☆
現
在
、
民
生
委
員
は
46

名
。
事
業
内
容
は
、
虐
待

問
題
、
子
育
て
、
高
齢
者

問
題
な
ど
仕
事
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

配
置
人
数
は
適

　
　
　

正
な
の
か
。
今
後
、

地
域
の
配
置
、
待
遇
に
つ

い
て
の
対
応
を
考
え
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　

委
員
定
数
は
県
条

　
　
　

例
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。

　

委
員
の
意
見
を
聞
き
、

地
域
割
り
、
業
務
量
、
内

容
を
把
握
し
、
早
い
時
期

に
対
応
を
考
え
て
い
く
。

☆
こ
ど
も
園
入
園
予
定
者

で
、
第
一
希
望
が
か
な
わ

な
か
っ
た
家
庭
が
、
新
年

度
も
あ
っ
た
。

　

話
し
合
い
に
よ
り
、
第

二
・
第
三
希
望
で
対
応
し

た
。

☆
羽
合
第
２
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
、
移
転
場
所
や

規
模
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

て
具
体
的
に
検
討
し
、
基

本
設
計
に
着
手
す
る
。

　
　
　
　

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
空

　
　
　

き
地
の
提
案
が
あ
る

が
、
早
急
に
結
論
を
示
す

必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
に

つ
い
て
は
。

　
　
　
　

３
カ
所
ほ
ど
候
補

　
　
　

地
を
絞
り
、
早
く
結

論
を
出
す
よ
う
担
当
課
に

指
示
し
て
い
る
。

早
期
移
転
で
問
題
解
消
へ

少
し
で
も
希
望
を
叶
え

る
た
め
に
は

　
　
　
　

規
模
的
に
何
人
程

　
　
　

度
の
子
ど
も
が
利
用

で
き
る
広
さ
な
の
か
。

　
　
　
　

床
面
積
２
５
０
㎡

　
　
　

で
、
定
員
80
名
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

計
画
案
で
は
、
部

　
　
　

屋
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

教
室
２
ク
ラ
ス
、

　
　
　

ト
イ
レ
３
カ
所
、
静

養
で
き
る
部
屋
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　

入
園
希
望
の
問
題

　
　
　

と
し
て
、
０
歳
と

１
歳
児
の
第
一
希
望
が
か

な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

の
対
応
は
。

　

ま
た
、
慢
性
的
な
保
育

士
不
足
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　

希
望
を
達
成
で
き

　
　
　

な
い
園
児
は
、
２
歳

未
満
児
。
こ
の
対
応
に
、

民
間
業
者
が
参
入
予
定

で
、
平
成
32
年
度
の
開
業

に
な
る
と
思
う
。

　

保
育
士
の
確
保
は
、
正

規
職
員
を
計
画
的
に
採

用
。
臨
時
職
員
も
、
何
名

か
を
採
用
す
る
計
画
。

職
務
の
負
担
軽
減
は

移転候補地の一つ
（ハワイアロハホール空き地）

これから１年のスタート
（まつざきこども園入園式）

予算特別委員会の報告
【主な意見】

ふるさと湯梨浜応援基金

　まちづくり会社への委託料が１３％となった経

緯説明もなく、実態がよく見えない。今後はわか

りやすい説明をすること。

羽合第２放課後児童クラブ

　今後の設計にあたり、十分な教室の広さを確保

しつつ、支援員体制の充実をはかること。

こども園の運営体制

　希望園に入園できる体制整備が必要。早期の採

用計画で保育士を確保すること。

民生委員

　現在の人員で十分な活動ができるのか疑問。早

期に適正人員の配置に努めること。

体育施設の管理

　公共施設削減の方向性をはっきり示し、最小限

必要な施設を残していくこと。

竹林対策

　行政が地権者との仲介的な役割を果たすととも

に、地元の意見を十分に聴きながら、事業を進め

ること。

答 問

問答

問答

問答問答
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☆�

湯
梨
浜
町
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地

大
会
基
金
条
例
の
制
定

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
㈶

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
交
付
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
づ
く
り
自
立
促
進

事
業
助
成
金
」
を
財
源
に

基
金
を
設
置
す
る
。

人
事
案
件

条
例

　
制
定
・
改
正

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

振
興
に
向
け
基
金
を
設
置

☆�

湯
梨
浜
町
子
育
て
・
教
育

環
境
充
実
基
金
条
例
等
を

廃
止
す
る
条
例

　

当
初
の
目
的
を
果
た

し
、
今
後
運
用
の
見
込
み

が
な
い
４
つ
の
基
金
を
廃

止
す
る
。

・�

子
育
て
・
教
育
環
境
充

実
基
金

・
福
祉
施
設
管
理
基
金

・�

集
落
排
水
事
業
推
進

基
金

・�

漁
業
振
興
基
金

☆�

湯
梨
浜
町
特
別
会
計
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

簡
易
水
道
事
業
会
計
を

水
道
事
業
会
計
へ
統
合
す

る
た
め
、
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
を
廃
止
す
る
こ

と
に
よ
る
改
正
。

☆�

湯
梨
浜
町
社
会
体
育
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

４
月
か
ら
新
中
学
校
が

開
校
す
る
の
に
と
も
な

い
、
旧
北
溟
中
学
校
及
び

旧
東
郷
中
学
校
体
育
館
を

社
会
体
育
施
設
と
す
る
。

　

旧
北
溟
中
学
校
体
育
館

を
「
北
溟
体
育
館
」
、
旧

東
郷
中
学
校
体
育
館
を

「
東
郷
体
育
館
」
と
名
称

を
変
更
。

　

両
体
育
館
は
こ
れ
ま
で

も
社
会
体
育
施
設
と
し
て

利
用
は
し
て
お
り
、
利
用

不
必
要
と
な
っ
た

基
金
を
廃
止
へ

旧
中
学
校
体
育
館
を

社
会
体
育
施
設
へ

水
道
事
業
の

一
元
化
に
向
け

時
間
、
使
用
料
は
現
行
の

も
の
と
変
更
は
な
い
。

　

ま
た
、
泊
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
は
、
今
後
利
用
見
込

み
が
な
い
た
め
、
社
会
体

育
施
設
か
ら
削
除
す
る
。

☆�

教
育
長
の
人
事
案
件
に
同

意
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
教
育
長

　
山
田
　
直
樹
（
園
）

　

任
期
は
、
平
成
31
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
31
年
12

月
24
日
ま
で
。

　

前
教
育
長
が
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
任
期
途
中

で
辞
職
し
た
た
め
。

昨年のジュニアグラウンド・ゴルフ大会
（潮風の丘とまり）

北溟体育館（田後）

東郷体育館（久見）

※利用時間は、午前８時３０分から午後１０時

施設名 区　　　　分
使　用　料
１時間につき

北溟体育館

東郷体育館

一般
利用

町　民
一般、高校生 ２００円

中学生以下 １００円

町外者
一般、高校生 ６００円

中学生以下 ３００円

特別利用
集会 １２００円

興行、物品販売 ２４００円
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常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳　情　者 審査結果

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林

を、森林環境譲与税（仮称）で順次

計画的に皆伐を進め、天然林に戻す

ことを求める陳情書

一般財団法人　日本熊森協会

　会長　室谷　悠子
継続審査

後期高齢者の医療費窓口負担の

「原則１割」の継続を求める陳情書

鳥取県社会保障推進協議会

　会長　藤田　安一

採　択
（政府に意見書を提出）

陳 情 審 査

本会議での採決結果 ３月定例会

議案の内容

（○：賛成　×：反対等）

松　

岡

浦　

木

光　

井

会　

見

米　

田

寺　

地

上　

野

濱　

中

増　

井

竹　

中

河　

田

結　

果

平成３１年度湯梨浜町一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

可　決

賛成８

反対３

平成３１年度湯梨浜町温泉事業特別

会計予算
○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○

可　決

賛成７

反対４

平成３１年度湯梨浜町下水道事業

特別会計予算
○ ○ × ○ × ○ × ○ × × ○

可　決

賛成６

反対５

※議案の採決は、入江議長を除く１１人で行います。

※上記以外の４４議案は全会一致で可決及び同意しました。
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平
成
31
年
度
予
算

　
　
　

に
計
上
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

22
件
の
方
が
希
望

　
　
　

さ
れ
て
お
り
、
平
成

31
年
度
・
32
年
度
の
予
算
を

確
保
し
た
い
。

　
　
　
　

空
き
家
対
策
の
計

　
　
　

画
を
立
て
る
の
が
、

国
の
補
助
金
を
受
け
る
条

件
。
以
前
は
、
中
部
で
は
湯

梨
浜
町
だ
け
で
あ
っ
た
。
補

助
率
は
５
分
の
４
。

　
　
　
　

こ
の
補
助
金
は
い

　
　
　

つ
ま
で
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

継
続
と
い
う
だ
け

　
　
　

で
、
未
定
。

　
　
　
　

内
水
対
策
は
町
の

　
　
　

対
応
だ
が
、
県
の
助

成
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

県
か
ら
の
費
用
は

　
　
　

一
切
出
な
い
が
、
助

言
や
指
導
は
も
ら
っ
て
い

る
。

☆
危
険
な
状
態
の
空
き
家

１
０
６
件
を
「
特
定
空
き

家
」
と
認
定
。

　
31
件
は
除
去
な
ど
で
対
策

済
み
。
所
有
者
が
特
定
で
き

な
い
も
の
が
27
件
。

　
金
銭
的
な
理
由
な
ど
に
よ

り
、
対
策
が
進
ん
で
い
な
い

も
の
が
26
件
あ
り
、
勧
告
、

命
令
な
ど
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

　
　
　
　

家
の
解
体
に
対
し

　
　
　

て
の
補
助
率
は
、

湯
梨
浜
町
が
高
い
と
聞
い

た
が
。

　
　
　
　

松
崎
、
龍
島
地
域

　
　
　

の
対
策
範
囲
の
み
の

雨
水
を
想
定
し
た
設
計
な

の
か
。

　
　
　
　

流
域
を
考
え
る

　
　
　

と
、
複
数
の
水
路
か

ら
流
入
し
て
く
る
水
量
を
加

味
し
た
設
計
と
な
る
。

　
　
　
　

ポ
ン
プ
の
処
理
能

　
　
　

力
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
　

現
在
設
計
中
な
の

　
　
　

で
、
ま
だ
分
か
ら

な
い
。

　
　
　
　

ポ
ン
プ
の
管
理

　
　
　

は
、
自
動
か
監
視
員

を
つ
け
る
の
か
。

　
　
　
　

災
害
時
に
備
え
、

　
　
　

自
動
で
で
き
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
る
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会
☆
県
の
堤
防
工
事
に
よ
り
、
龍
島
に
樋
門
が
完
成
。
東

郷
池
の
水
位
が
高
く
な
れ
ば
樋
門
が
閉
鎖
さ
れ
、
内
水

が
増
大
す
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
ポ
ン
プ
で
強
制
排

水
を
す
る
。

　

詳
細
設
計
が
で
き
た
段
階
で
、
事
業
費
が
確
定
す
る

が
、
龍
島
と
新
町
川
ポ
ン
プ
場
で
約
20
億
円
と
な
る
見

込
み
。

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

龍島にある現在の樋門

空き家を除去後、駐車場として利用

龍
島
ポ
ン
プ
場
、
実
施
設
計
へ

進
む
空
き
家
対
策

答問答

答



11 ゆりはま議会　　第 62 号

　
　
　
　

法
的
拘
束
力
は
な

　
　
　

い
の
か
。

　
　
　
　

今
ま
で
は
、
同
意

　
　
　

は
必
要
条
件
で
は
な

か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
　

町
や
県
の
条
例
で

　
　
　

設
定
し
た
ら
強
制
力

を
も
つ
の
で
は
。

　
　
　
　

農
地
法
は
そ
こ
ま

　
　
　

で
は
求
め
て
い
な

い
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

意見交換会の様子（町中央公民館）

答 問問答

☆
農
地
転
用
に
と
も
な
う
太

陽
光
発
電
を
設
置
す
る
場
合

に
、
事
業
者
か
ら
隣
接
農
地

所
有
者
な
ど
に
内
容
の
説
明

を
行
わ
せ
る
。

　
周
辺
地
域
と
の
調
和
の
と

れ
た
事
業
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

設
け
た
。

太
陽
光
発
電
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

山田谷にある太陽光発電施設

委員会・営農センター意見交換会

　２月５日、総務産業常任委員会とＪＡ関係者で、湯梨浜町の農業の現状と課題について、

各生産部会からの報告、その他ＪＡ中央の取り組みについてなど、活発な意見交換を行った。

各
部
会
か
ら
の
報
告
・
要
望

◆
梨
部
会

　

駅
南
梨
生
産
団
地
は
、
今
後
も
遊
休
農
地
を

活
用
し
て
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

　

将
来
的
に
は
、
観
光
農
園
と
し
て
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

◆
ぶ
ど
う
部
会

　

ハ
ウ
ス
作
業
は
、
高
齢
者
が
高
所
で
換
気
の

た
め
の
巻
き
上
げ
作
業
な
ど
を
し
て
お
り
、
危

険
で
も
あ
り
、
自
動
化
な
ど
に
対
し
て
補
助
が

必
要
で
あ
る
。

◆
い
ち
ご
部
会

　

高
齢
化
が
深
刻
。
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

　

イ
タ
チ
や
テ
ン
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
、
防
護
柵
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
メ
ロ
ン
部
会

　

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
。
一
戸
当
た
り
の
売

り
上
げ
高
が
、
他
の
作
物
と
比
べ
て
、
極
端
に

低
額
な
の
が
問
題
。

◆
泊
ほ
う
れ
ん
草
・
ス
イ
カ
部
会

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
に
生
ご
み
液
肥
を
混
ぜ
て
、
有

機
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

よ
い
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
科
学
的
根

拠
が
ほ
し
い
。

　

全
体
の
課
題
と
し
て
、
後
継

者
不
足
の
問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
Ｊ
Ａ
、
町
全
体

で
取
り
組
む
問
題
で
あ
る
が
、

生
産
者
の
方
か
ら
個
人
的
な

意
見
と
し
て
、
農
業
者
の
責
任

も
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

行
政
か
ら
は
、
報
告
・
要
望

に
対
し
て
回
答
が
あ
っ
た
。

・�

放
置
竹
林
対
策
に
つ
い
て

は
、
対
策
協
議
会
を
設
置
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

・�

イ
タ
チ
、
テ
ン
の
対
策
と
し

て
、
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
て

い
る
。
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保
育
士
不
足
の
原

　
　
　

因
は
、
処
遇
が
悪
い

の
で
は
。

　
　
　
　

他
町
と
比
べ
、
給

　
　
　

与
・
賃
金
の
差
は
な

い
が
、
手
当
て
で
補
填
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

町
の
採
用
試
験
が
遅
い
こ

と
も
あ
る
。
新
年
度
は
、

町
村
会
の
採
用
試
験
ま
で
に

募
集
を
か
け
る
よ
う
に
し
た

い
。

　　
　
　
　

奨
学
金
制
度
な
ど

　
　
　

を
設
け
て
、
人
材
を

育
成
し
て
は
。

　　
　
　
　

各
こ
ど
も
園
で

　
　
　

は
、
実
習
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
湯
梨
浜

に
就
職
希
望
す
る
人
が
少
な

い
。

☆
民
間
の
小※
１規
模
保
育
事
業

Ａ
型
の
開
設
が
検
討
さ
れ
て

い
た
が
、
よ
う
や
く
具
体
化

し
て
き
た
。

　
19
人
定
員
の
小
規
模
保
育

園
か
、
30
人
定
員
の
認
可
保

育
園
で
予
定
し
て
い
る
。

※
１　

小
規
模
保
育
事
業

Ａ
型
…
職
員
全
員
が
保
育
士

資
格
を
有
し
、
従
来
の
保
育

所
よ
り
も
保
育
士
を
１
名
多

く
配
置
す
る
。

　
　
　
　

い
つ
開
園
す
る
の

　
　
　

か
。

　
　
　
　

建
物
の
改
修
を
行

　
　
　

う
必
要
が
あ
り
、
平

成
32
年
４
月
開
園
を
目
標
に

し
て
い
る
。

　
　
　
　

補
助
金
な
ど
町
か

　
　
　

ら
の
支
援
は
。

　
　
　
　

小
規
模
保
育
園

　
　
　

の
場
合
、
公
的
支
援

は
２
２
０
０
万
円
、
認
可
保

育
園
の
場
合
は
２
７
０
０
万

円
が
限
度
。
運
営
費
支
援

は
、
な
が
せ
こ
ど
も
園
と
同

じ
扱
い
。

　
　
　
　

20
人
規
模
か
ら
30

　
　
　

人
規
模
に
な
っ
た
と

　
　
　
　

小
規
模
保
育
園
の

　
　
　

場
合
、
３
歳
児
以
上

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

ま
つ
ざ
き
こ
ど
も

　
　
　

園
な
ど
と
連
携
し
て

い
く
。

※
２　

小
規
模
保
育
事
業

Ｂ
型
…
職
員
の
半
数
が
保
育

士
資
格
を
有
し
、
従
来
の
保

育
所
よ
り
も
保
育
士
を
１
名

多
く
配
置
す
る
。

き
に
、
改
修
予
定
の
建
物
の

面
積
で
運
営
は
可
能
か
。

　　
　
　
　

こ
の
範
囲
内
で
30

　
　
　

人
定
員
で
も
い
け
る

と
聞
い
て
い
る
。
町
の
方
針

が
出
れ
ば
改
修
の
準
備
に
か

か
る
。

☆
太
養
保
育
園
で
は
、
来
年

度
以
降
、
０
歳
か
ら
２
歳
児

の
み
を
受
け
入
れ
る
小※
２規
模

保
育
事
業
Ｂ
型
も
含
め
、
運

営
方
法
を
検
討
中
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

答

答

答

答

問

問

問問

小規模保育園も含め運営方法を
検討中の太養保育園

園庭で遊ぶ子どもたち（あさひこども園）

☆
町
内
に
は
、０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
９
５
４
人
い
る
。
そ
の
う
ち
、
町
内
の
こ
ど
も
園

な
ど
に
６
８
６
人
、
町
外
の
こ
ど
も
園
な
ど
に
89
人

が
入
園
を
希
望
し
、
１
７
９
人
が
家
庭
保
育
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

保
育
士
不
足
に

　
　
有
効
な
手
立
て
を

民
間
事
業
者
が
小
規
模

保
育
園
な
ど
開
設
予
定

太
養
保
育
園
が
小
規
模

保
育
園
も
含
め
運
営
方

法
を
検
討
中

答 問

答 問
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☆
こ
の
工
事
は
、
10
年
か
け

て
建
造
物
の
保
存
修
理
を
行

う
も
の
で
、
単
年
ご
と
の
事

業
費
に
、
一
定
の
補
助
を
し

て
い
る
。

　
現
時
点
で
当
初
計
画
が
未

了
と
な
っ
て
い
て
、
事
業

が
繰
り
越
さ
れ
る
た
め
、

町
の
補
助
金
も
繰
り
越
し
を

す
る
。

　
　
　
　

事
業
が
遅
れ
て
い

　
　
　

る
要
因
は
。 

　
　
　
　

文
化
財
補
修
を
請

　
　
　

け
負
え
る
業
者
が
少

な
い
。

　

ま
た
、
労
働
者
が
少
な

く
、
必
要
な
人
員
確
保
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
主
な

遅
延
の
要
因
。

☆
設
計
業
者
が
決
ま
り
、
基

本
設
計
に
取
り
か
か
る
。

　
建
設
場
所
は
未
定
だ
が
、

羽
合
小
学
校
周
辺
エ
リ
ア
で

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

移
転
は
い
つ
頃
に

　
　
　

な
る
の
か
。

　
　
　
　

平
成
32
年
４
月
開

　
　
　

所
予
定
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

☆
小
学
校
で
は
７
名
の
児
童

が
不
登
校
で
、
特
に
５
年
生

が
多
い
。

　
中
学
校
で
は
、
25
名
が
不

登
校
で
、
そ
の
う
ち
16
名
が

３
年
生
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

改修が進む尾﨑家住宅（宇野）

新作メニューを開発中（中央公民館泊分館）

　
　
　
　

小
さ
な
拠
点
整
備

　
　
　

事
業
で
、
公
民
館
と

の
複
合
施
設
に
す
る
議
論
が

あ
っ
た
が
。

　
　
　
　

区
長
会
で
は
、
経

　
　
　

過
が
わ
か
ら
な
い
、

説
明
が
な
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

基
本
設
計
を
行
い
、
意
見

交
換
会
を
行
い
な
が
ら
実
施

設
計
に
着
手
し
た
い
。

　
　
　
　

泊
分
館
の
建
替
え

　
　
　

と
、
小
さ
な
拠
点
事

業
と
の
具
体
的
な
関
係
性
が

分
か
ら
な
い
が
。

　
　
　
　

公
民
館
の
建
替
え

　
　
　

は
、
小
さ
な
拠
点
事

業
か
ら
切
り
離
し
、
教
育
委

員
会
サ
イ
ド
で
進
め
た
い
。

　
　
　
　

小
さ
な
拠
点
の
基

　
　
　

本
は
、
買
い
物
機
能

の
確
保
。

　

そ
こ
に
避
難
所
や
公
民
館

な
ど
と
の
機
能
共
存
は
難
し

い
。

☆
公
民
館
運
営
審
議
会
で
、
泊
分
館
建
替
え
に
つ
い

て
検
討
し
、
区
長
会
で
説
明
し
て
き
た
。

　

利
用
団
体
と
も
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
基
本
設
計

に
反
映
さ
せ
る
。
設
計
が
で
き
次
第
、
再
度
意
見
交

換
し
た
い
。

尾
﨑
家
住
宅
の

　
修
繕
工
事
に
遅
れ

不
登
校
対
策
の
特
別
な

取
り
組
み
は

中
央
公
民
館

　
　
泊
分
館
建
替
え
へ

　
　
　
　

不
登
校
が
増
え
る

　
　
　

傾
向
が
あ
る
が
、
教

育
委
員
会
や
学
校
で
何
か
特

別
に
や
っ
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
　

新
年
度
か
ら
中
学

　
　
　

校
に
不
登
校
を
専
門

と
す
る
教
員
を
１
名
加
配
す

る
な
ど
、
指
導
体
制
の
充
実

を
は
か
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

原
因
の
核
心
は
、

　
　
　

学
力
問
題
が
大
き
い

の
で
は
。

　
　
　
　

勉
強
が
わ
か
ら
な

　
　
　

い
と
、
学
習
意
欲
を

減
退
さ
せ
る
。

　

わ
か
る
授
業
を
や
っ
て
い

く
対
策
を
と
る
。

羽
合
第
２
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
新
築
移
転
へ

問答

問答

答 問答 問

答 問答 問答
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一般
   質問 町政を問う
３月定例会では、８人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

質問者 質　問　事　項 ページ

竹中　寿健 ①水道事業の今後の取り組みは １４

上野　昭二
①宅地開発で本町にリスクはないのか １５

②住民本位の町営住宅の建替えを １５

松岡　昭博
①これで良いのか敬老会 １６

②歴史と文化のまちづくりへ １６

寺地　章行
①農林水産業の展望は １７

②町勢発展をどう計るか １７

米田　強美
①ひとり親家庭にさらなる支援を １８

②ふるさと納税の活用は １８

増井　久美
①高すぎる国保税の引き下げを １９

②生活困窮者の対応は １９

河田　洋一 ①成年後見制度利用促進法を受けた動きは ２０

浦木　　靖 ①コミュニティ・スクールの活用は ２０

本管の修理（田畑）

【
問
】
①
水
道
事
業
の
広
域

化
や
運
営
権
の
売
却
を
推
進

す
る
水
道
法
が
、
昨
年
12
月

の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
。

　
水
道
管
の
維
持
管
理
や
料

金
設
定
な
ど
丸
ご
と
民
間
に

託
す
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
民
営
化
に
対

す
る
所
見
を
問
う
。

②
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
が
策

定
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
水
道
施
設
の
老

朽
化
の
中
で
、
施
設
の
更
新

や
施
設
水
準
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
、
今
後
の
水
道
事

業
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
問
う
。

【
町
長
】
①
水
道
事
業
は
、

水
道
の
基
盤
強
化
と
し
て
水

道
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
。

　

今
後
、
民
間
企
業
の
参
入

が
可
能
と
な
る
。

　

現
時
点
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
、
民
間
参
入
の

検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
財
政
的
収
支
予
測
は
、
平

成
34
年
度
以
降
、
収
益
的
収

支
が
赤
字
と
な
る
。

　

今
後
、
多
額
費
用
を
要
す

る
管
路
更
新
計
画
の
優
先
順

位
、
老
朽
設
備
の
更
新
、
費

用
削
減
と
同
時
に
、
料
金
改

定
な
ど
の
経
営
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

竹
たけ

中
なか

寿
とし

健
たけ

町長

水道事業の今後の取り組みは
経営改革が必要
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宅地開発は本町に
　　　リスクはないのか

上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

隠れた瑕疵リスクをはらむ
開発予定地

町長 きちんと勉強していく

【
問
】
旧
ミ
ド
ー
レ
ー
ク
跡

地
の
開
発
業
者
と
本
町
と
の

関
係
性
は
、
出
資
こ
そ
し
て

い
な
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
と
同
様
に
扱
う
考
え
方
な

の
か
確
認
す
る
。

　
行
政
は
、
地
方
創
生
事
業

の
具
現
化
と
し
て
、
業
者
と

と
も
に
官
民
連
携
事
業
で
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

当
該
用
地
は
軟
弱
地
盤

で
、
宅
地
開
発
に
は
リ
ス
ク

が
高
い
が
、
隠
れ
た
瑕
疵
を

考
慮
し
て
い
る
か
問
う
。

　
ま
た
、
分
譲
宅
地
に
お
い

て
、
万
一
、
最
大
リ
ス
ク
の

不
同
沈
下
が
起
こ
っ
た
場

合
、
宅
地
購
入
者
へ
の
瑕
疵

担
保
責
任
は
、
い
っ
た
い
誰

が
負
う
の
か
問
う
。

【
町
長
】
開
発
事
業
者
の

「
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ゆ
り
は
ま

開
発
㈱
」
は
、
民
間
の
土
地

を
取
得
し
、
造
成
や
販
売
に

取
り
組
ま
れ
る
。
町
は
株
主

で
も
な
く
、
委
託
運
営
や
助

成
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

地
盤
の
調
査
を
し
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
て
造
成
工
事

が
行
わ
れ
る
と
理
解
し
て
い

る
。

　

大
地
震
な
ど
の
自
然
現
象

で
は
、
責
任
は
な
い
と
考
え

る
。
施
工
や
事
前
の
対
応
の

瑕
疵
が
あ
れ
ば
、
賠
償
責
任

が
あ
る
と
思
う
。

新町営住宅は現行に準じた家賃設定で
（堀の内団地）

【
問
】
現
在
計
画
中
の
町
営

住
宅
は
、
老
朽
化
に
と
も
な

う
建
替
え
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
在

入
居
中
の
方
々
を
対
象
と
し

た
建
設
と
い
う
考
え
方
な
の

か
確
認
す
る
。

　
建
替
え
る
場
合
、
そ
れ
に

か
か
る
建
設
経
費
を
も
と

に
、
減
価
償
却
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
家
賃
設
定
す
る

と
思
う
。

　
計
画
中
の
町
営
住
宅
は
、

国
交
省
基
準
に
沿
っ
た
設
計

と
種
別
で
建
設
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、
ど
の
種
別
で
建
設

し
、
事
業
費
は
い
く
ら
見
込

み
、
家
賃
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

を
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

【
町
長
】
松
崎
地
区
の
上

町
・
堀
の
内
・
桜
団
地
の
中

か
ら
、
一
部
を
移
転
す
る
考

え
。
松
崎
３
団
地
の
方
の
優

先
順
位
を
高
く
す
る
予
定
。

　

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ

り
、
住
宅
種
別
は
廃
止
さ

れ
、
応
能
応
益
家
賃
制
度
を

適
用
し
て
い
る
。

　

設
計
施
工
な
ど
で
、

４
億
１
０
０
０
万
円
と
用
地

費
を
見
込
む
。

　

木
造
２
階
の
一
戸
建
て

12
戸
は
、
所
得
に
応
じ

２
万
４
３
０
０
円
か
ら

３
万
６
２
０
０
円
。

　

木
造
平
屋
建
て
長
屋
10
戸

は
、
１
万
７
９
０
０
円
か
ら

２
万
６
７
０
０
円
程
度
と
試

算
。

住
民
本
位
の

　
　  

町
営
住
宅
の
建
替
え
を

町長

松
崎
３
団
地
の
方
を
優
先
に
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敬老会後の楽しいひととき
（羽合地域敬老会）

【
問
】
旧
町
村
単
位
敬
老
会

の
参
加
率
は
、
減
少
傾
向
に

あ
る
。
参
加
率
が
20
％
を
下

回
る
状
況
で
行
う
こ
と
は
問

題
。
誰
の
た
め
の
会
な
の
か

な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

　

町
も
参
加
率
向
上
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
何
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。

①
敬
老
会
を
ど
の
よ
う
な
会

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

②
希
望
す
る
集
落
は
、
集
落

単
位
で
敬
老
会
を
実
施
で
き

る
よ
う
予
算
化
し
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】
①
高
齢
者
の
皆
さ

ま
に
、
長
寿
に
対
す
る
祝
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
喜
び
を
共
有
し
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

②
集
落
単
位
で
の
開
催
を
希

望
さ
れ
る
集
落
に
は
、
「
集

落
づ
く
り
総
合
交
付
金
制

度
」
な
ど
を
活
用
し
、
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

町長

これで良いのか敬老会
祝意と感謝で継続

伯耆一宮での展示が望まれる
国宝銅経筒のレプリカ

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
へ

町長

観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
考
え
た
い

【
問
】
本
町
に
は
、
磨
け
ば

光
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
十
分

あ
る
が
、
観
光
地
化
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　
多
く
の
観
光
客
を
集
客
す

る
た
め
、
町
固
有
の
観
光
資

源
を
磨
き
上
げ
、
魅
力
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
。

①
湖
周
の
遺
跡
を
「
歴
史
公

園
」
と
し
て
整
備
す
る
と
と

も
に
、
森
岡
柳
蔵
画
伯
の
油

絵
を
中
心
と
し
た
美
術
館
を

設
置
し
、
「
歴
史
と
文
化
の

ま
ち
」
と
し
て
、
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
は

ど
う
か
。

②
立
地
条
件
の
良
い
文
化
施

設
は
、
美
術
館
や
湖
周
遺
跡

の
歴
史
資
料
館
と
し
て
利
用

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
東
郷
池
周
辺
に

は
、
文
化
財
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
案
内
看
板
を
設
置
し

て
い
る
。
町
内
の
優
れ
た
史

跡
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
観

光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
ド
ッ
キ

ン
グ
し
た
も
の
な
ど
を
考
え

て
み
た
い
。

　

森
岡
柳
蔵
画
伯
美
術
館
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

【
教
育
長
】
多
く
の
観
光

客
、
来
町
者
に
見
や
す
い
案

内
看
板
は
、
今
後
適
切
な
管

理
を
行
う
。
今
回
の
森
岡
画

伯
展
の
よ
う
に
、
公
民
館
な

ど
で
展
示
で
き
な
い
か
検
討

し
て
み
た
い
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い

て
は
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
と
あ

わ
せ
て
今
後
の
検
討
課
題
だ

と
捉
え
て
い
る
。
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どうする将来農業
（湯梨浜町農地白書）

いよいよ造成始まる
（ゆりはまレークサイド・ヴィレッジ）

農林水産業の展望は
町長

【
問
】
平
成
の
時
代
も
も
う

す
ぐ
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

本
町
も
平
成
16
年
に
ス

タ
ー
ト
し
て
15
年
、
新
た
な

時
代
が
始
ま
る
。

　
山
本
町
長
の
あ
と
、
合
併

後
の
重
要
な
時
期
を
担
っ
て

こ
ら
れ
た
町
長
に
と
っ
て
、

感
慨
深
い
と
こ
ろ
と
思
う
。

　
今
後
の
町
勢
発
展
を
考
え

る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え

方
が
で
き
る
と
思
う
が
、
経

済
面
で
み
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
Ｇ

Ｒ
Ｐ
）
は
、
政
策
判
断
の
重

要
な
指
標
・
数
値
と
思
う
。

　
本
町
の
状
況
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
問
う
。

【
町
長
】
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
は
、
国

内
で
物
を
買
っ
た
り
、
家
を

建
て
た
り
し
て
使
わ
れ
た
お

金
の
総
計
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
減
に
よ
り
景
気
変

動
や
経
済
成
長
を
推
定
す
る

こ
と
は
、
妥
当
で
重
要
な
指

標
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
総
生
産
額
を
、
平

成
24
年
度
と
27
年
度
を
比
較

し
た
場
合
、
14
・
６
％
増
の

【
問
】
米
中
貿
易
戦
争
や
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

あ
る
い
は
米
国
と
の
Ｔ
Ａ
Ｇ

交
渉
な
ど
、
世
界
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
国
内
産
業
へ
の

重
大
な
変
化
が
生
じ
る
と
予

想
さ
れ
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
、

国
内
の
農
業
生
産
額
は
そ

れ
ぞ
れ
１
５
０
０
億
円
、

１
１
０
０
億
円
減
少
す
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の

地
方
に
お
い
て
は
、
農
林
水

産
業
が
基
幹
産
業
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
衰
退
の
傾
向
に
拍
車
が
か

か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
本
町
農
林
水
産
業
の
動
向

と
、
将
来
展
望
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
問
う
。

状
況
で
あ
る
。

　

町
の
財
政
状
況
は
、
基
金

の
総
額
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
あ
る
。

　

今
後
も
積
極
的
な
政
策
展

開
に
よ
り
、
町
の
景
気
の
向

上
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

【
町
長
】
本
町
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
米
は
政
府
が
国
産

米
を
買
い
入
れ
る
こ
と
か

ら
、
価
格
に
影
響
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
梨
に
つ
い
て

は
、
輸
入
量
が
極
め
て
少
な

く
影
響
は
な
い
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
農
産
物

に
関
し
て
は
、
今
後
の
輸
入

量
の
推
移
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

担
い
手
不
足
の
対
策
と
し

て
、
町
独
自
の
準
認
定
制
度

を
設
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

農
業
に
対
し
て
の
費
用
の
一

部
を
支
援
し
、
就
農
者
の
増

加
に
つ
な
が
っ
た
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
情

報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、
活

力
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

寺
てら

地
ち

章
のり

行
ゆき

今後の輸入量の推移を注視

町
勢
発
展
を
ど
う
計
る
か

今
後
も
積
極
的
な
政
策
を

町長
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ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は

子
育
て
支
援
や
教
育
に
利
用

多世代が交流

（みんなの食堂ゆるりん）

体験型返礼品を扱うサーフショップ
（石脇）

【
問
】
①
関
係
人
口
を
増
や

す
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
が
近
道
だ
と
考
え
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
湯
梨
浜
ま
ち
づ
く
り
会
社

に
は
、
関
係
人
口
を
増
や

す
取
り
組
み
も
進
め
て
ほ

し
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

を
、
住
民
と
一
緒
に
考
え
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
、
地
域
の
絆
を
深
め
、

人
口
流
出
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

【
問
】
①
民
間
ア
パ
ー
ト
で

は
、
家
賃
の
負
担
が
大
き

い
。
公
営
住
宅
に
入
り
た
い

が
、
空
き
が
な
い
と
聞
く
。

　
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

②
母
子
家
庭
に
生
活
困
窮
が

多
い
原
因
の
一
つ
に
、
女
性

の
年
収
の
低
さ
が
あ
る
。

　
収
入
面
と
雇
用
条
件
で
よ

り
良
い
就
業
が
、
経
済
的
自

立
と
子
ど
も
の
成
長
に
お
い

て
重
要
だ
。

　
ど
の
よ
う
な
就
業
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

③
こ
ど
も
食
堂
が
始
ま
る
。

町
の
支
援
と
、
他
地
域
に
お

け
る
こ
ど
も
食
堂
の
展
開
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

【
町
長
】
①
関
係
人
口
の
増

加
に
向
け
、
寄
附
者
に
お
礼

の
品
と
町
報
を
送
っ
て
い

る
。
ま
た
、
定
期
的
に
メ
ー

ル
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
お
礼
の
品
と
し
て
、

「
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
」
「
工

芸
体
験
」
「
梨
の
木
の
オ
ー

ナ
ー
」
な
ど
、
体
験
型
の
返

礼
品
を
開
発
し
た
。

【
町
長
】
①
公
営
住
宅
へ
の

支
援
は
、
現
在
２
３
７
戸
あ

る
が
所
得
制
限
が
あ
る
。
ま

た
、
老
朽
化
や
耐
用
年
数
な

ど
の
理
由
で
対
応
で
き
な

い
。
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
、
今
後
受
け
皿

を
検
討
し
た
い
。

②
子
ど
も
の
成
長
に
沿
っ
て

進
学
、
学
費
の
確
保
、
経
済

的
不
安
が
あ
る
。
母
子
・
父

子
自
立
支
援
員
と
協
力
し
、

就
労
支
援
に
取
り
組
む
。
母

子
家
庭
の
雇
用
時
に
は
事
業

主
に
対
し
、
助
成
金
を
出
す

制
度
も
あ
る
。

③
こ
ど
も
食
堂
は
、
「
み
ん

な
の
食
堂
ゆ
る
り
ん
」
が
で

き
る
。
運
営
委
員
会
が
で
き

る
の
で
、
助
成
し
て
い
く
。

②
寄
付
金
の
使
途
は
「
子
育

て
支
援
と
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
」
「
環
境
の
再
生
」

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

国
際
化
」
な
ど
が
あ
る
。

　

地
域
の
絆
を
深
め
て
い
く

た
め
に
、
共
に
一
つ
の
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

は
、
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

ひとり親家庭にさらなる支援を
町長

町長

支援員と協力して取り組む
米
よね

田
だ

強
つよ

美
み
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増
ます

井
い

久
く

美
み

滞納徴収事務を委託している
鳥取中部ふるさと広域連合

国保の相談は健康推進課へ

【
問
】
水
道
料
金
、
保
育

料
、
国
保
税
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
料
な
ど
町
に
納

め
る
も
の
の
中
で
、
複
数
滞

納
し
て
い
る
世
帯
に
対
し

て
、
そ
の
生
活
実
態
を
把
握

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
へ
つ
な

ぐ
必
要
の
あ
る
世
帯
に
対
し

て
、
適
確
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
国
保
税
な
ど
の
滞
納
を
鳥

取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

に
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の

委
託
を
決
定
す
る
根
拠
は
、

何
か
き
ち
ん
と
し
た
も
の
が

あ
る
の
か
。

【
町
長
】
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
「
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
は

ま
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
支

援
員
が
、
相
談
者
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
相
談
者
が
生
活
保
護
の

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

役
場
の
総
合
福
祉
課
で
制
度

【
問
】
高
す
ぎ
る
国
保
税
が

住
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
、

多
く
の
滞
納
世
帯
を
生
み
出

し
て
い
る
。
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
は
、
２
０
１
７

年
、
２
０
１
８
年
に
も
臨
時

的
な
財
政
投
入
に
と
ど
ま
ら

ず
、
定
率
国
庫
負
担
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
要
求
し
続
け

て
い
る
。

　
公
費
を
１
兆
円
投
入
し
、

均
等
割
、
平
等
割
を
な
く
せ

ば
、
「
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
並
み
」
に
な
る
と
思
う

が
、
見
解
を
問
う
。

　
ま
た
、
国
や
県
に
対
し
て

も
、
町
村
会
な
ど
で
き
ち
ん

と
要
望
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
い

て
申
請
を
受
理
し
て
い
る
。

　

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
へ
の
滞
納
処
分
の
委
託

は
、
国
税
徴
収
法
や
地
方
税

法
に
基
づ
き
、
策
定
さ
れ
た

同
連
合
の
滞
納
整
理
事
務
取

扱
要
領
の
徴
収
委
託
の
対
象

範
囲
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い

る
。

【
町
長
】
本
町
で
は
、
応

能
割
の
「
所
得
割
」
と
「
資

産
割
」
、
応
益
割
の
「
均
等

割
」
、「
平
等
割
」
の
賦
課

方
式
を
と
っ
て
い
る
。「
均

等
割
」
、「
平
等
割
」
に
は
、

所
得
に
応
じ
た
法
定
の
軽
減

措
置
が
設
け
て
あ
り
、
廃
止

や
独
自
の
軽
減
策
を
講
じ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

国
の
１
兆
円
公
費
投
入

で
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

こ
と
は
、
保
険
者
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
。

　

一
過
性
の
支
援
で
は
国
保

運
営
は
成
り
立
た
な
い
。
適

正
な
国
保
運
営
の
た
め
、
国

の
支
援
を
呼
び
か
け
た
い
。

高すぎる国保税の引き下げを

生
活
困
窮
者
の
対
応
は

町長

「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ゆ
り
は
ま
」
を
実
施

町長 県と協力し国の支援を
　　　　　　呼びかけたい
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河
かわ

田
た

洋
よう

一
いち

利用の増加が見込まれる成年後見制度
（成年後見制度研修会の様子）

【
問
】
①
本
町
に
お
い
て
、

今
後
も
一
層
の
高
齢
化
が
進

む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

後
見
人
等
報
酬
の
助
成

は
、
市
町
村
長
の
申
し
立
て

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
を

幅
広
く
活
用
す
る
た
め
、
見

直
し
で
き
な
い
か
問
う
。

②
住
民
の
安
心
安
全
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い
て
、
法
人

後
見
の
実
施
に
向
け
、
整
備

体
制
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
行
政
と
し
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

【
町
長
】
①
町
で
は
、
後
見

人
等
報
酬
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
人
や
親
族
の
申

し
立
て
で
は
助
成
を
受
け
ら

れ
な
い
。
県
内
で
は
、
市
町

村
長
申
立
に
限
定
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

中
部
圏
域
で
課
題
の
検
討

を
し
、
提
案
し
た
い
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
法
人
後
見

の
検
討
・
協
議
に
取
り
か
か

ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
福
祉
施
設
と

の
連
携
も
模
索
し
て
み
た

い
。

伝統文化（龍踊り）を学習する中学生
（東郷中学校）

成年後見制度利用
　　促進法を受けた動きは
町長 中部圏域で課題を検討

浦
うら

木
き

　 靖
やすし

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
ど
う
理
解
し
、

取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

　
北
溟
中
学
校
の
科
学
部
で

は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
対

し
て
息
の
長
い
観
察
を
し
て

発
表
、
全
国
表
彰
を
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
教

科
以
外
の
学
習
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
必
要
な
面
も
あ

る
。

　
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
指
導
し
て
い
る

の
か
。

　
業
務
改
善
プ
ラ
ン
に
取
り

組
ん
で
、
そ
の
効
果
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

対
し
て
ど
う
利
活
用
し
て
い

る
の
か
。

【
教
育
長
】
小
学
校
で
は
、

果
物
栽
培
、
サ
ケ
の
育
成
か

ら
放
流
、
ワ
カ
メ
の
栽
培
、

梨
の
袋
か
け
な
ど
多
く
学
習

し
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
研
究
や
、
梨
栽
培

の
実
務
な
ど
を
学
習
し
て
い

る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
導
入
か
ら
２
年
目
を
迎

え
、
さ
ら
な
る
活
性
化
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

業
務
改
善
プ
ラ
ン
の
取
り

組
み
は
、
教
職
員
の
時
間
外

業
務
の
削
減
に
努
め
、
昨
年

度
か
ら
約
20
％
軽
減
し
た
。

　

し
か
し
、
部
活
動
の
指
導

時
間
に
課
題
が
あ
り
、
対
策

を
考
え
て
い
る
。

コミュニティ・スクールの活用は
教育長 さらなる活性化に努める
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問　

都
計
法
で
は
、
下
水

道
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

は
、
開
発
業
者
の
責
任
で

施
工
す
る
の
が
基
本
。

答　

開
発
区
域
の
中
に
、

下
水
道
法
上
の
未
整
備
区

域
が
あ
り
、
ま
た
、
町
管

理
の
既
存
施
設
も
あ
る
た

日
　
付

内
　
　
　
　
容

Ｈ
30
・
12
・
18

平
成
30
年
12
月
定
例
会
で
否
決

Ｈ
31
・
１
・
９

臨
時
会
前
の
全
員
協
議
会
で
協
議

15

臨
時
会
の
開
催
　
※
議
案
を
取
り
下
げ

２
・
８

総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
協
議

12

全
員
協
議
会
で
協
議

21

臨
時
会
の
開
催
　
※
賛
成
多
数
で
可
決

　

昨
年
12
月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
、
翌
月
、
全
員
協
議

会
で
議
論
の
あ
と
、
町
長
は
再
提
案
を
目
論
ん
だ
。
し

か
し
、
法
的
裏
付
け
見
直
し
の
た
め
、
議
案
を
取
り
下

げ
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
な
ど
複
数
回
の
議
論
を
重
ね
、
再

度
、
臨
時
会
に
議
案
提
出
し
可
決
さ
れ
た
。

議
案
可
決
ま
で
の
流
れ

１
月
15
日
臨
時
会
ま
で
の

主
な
議
論

特集　第４弾
２月臨時会

最終的に可決
紆余曲折の末、
　　　 下水道議案を可決

２月２１日臨時会　採決結果
（賛成：○　　反対：×）

松
岡

浦
木

光
井

会
見

米
田

寺
地

上
野

濱
中

増
井

竹
中

河
田 結果

議案第５号
平成３０年度湯梨浜町下水道事業特別
会計補正予算（第５号）

○ ○ × ○ × ○ × ○ × × ○
可　決
賛成６
反対５

め
、
総
合
的
に
配
慮
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

問　

住
民
監
査
請
求
や
訴

訟
が
あ
っ
た
場
合
、
全
く

問
題
が
な
い
と
言
え
る

か
。

答　

都
計
法
上
、
町
が
い

か
な
る
役
割
を
果
た
そ
う

が
、
許
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
る
。

　

所
管
の
総
務
産
業
常
任

委
員
会
が
、
２
月
８
日
に

開
催
さ
れ
、
次
回
の
臨
時

会
開
催
に
向
け
、
執
行
部

と
意
見
交
換
し
た
。

　

新
た
な
要
綱
を
設
け
、

下
水
道
施
設
の
取
り
扱
い

を
定
め
る
説
明
を
受
け
た
。

◆
町
長
説
明

　

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
、

議
会
が
十
分
理
解
し
た
の

か
、
多
少
疑
念
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
代
表
監
査
委
員

と
意
見
交
換
し
た
中
、
自

信
が
持
て
な
か
っ
た
。

　

議
論
の
進
め
方
と
し

て
、
下
水
道
の
未
整
備
区

域
を
論
じ
て
き
た
が
、
不

適
切
な
点
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
開
発
は
、
生
涯

活
躍
の
ま
ち
構
想
を
具
現

化
す
る
た
め
に
行
う
も

の
。

　

開
発
行
為
の
特
例
的
扱

い
で
再
検
討
し
た
い
。

問　

ど
こ
の
要
綱
を
参
考

に
し
た
の
か
。

答　

山
形
県
東
根
市
の
、

公
共
下
水
道
の
整
備
取
扱

要
綱
を
参
考
に
し
た
。

問　

要
綱
の
中
で
、
開
発

区
域
内
で
の
取
り
扱
い
の

解
釈
に
問
題
が
あ
る
。

答　

法
が
示
す
開
発
者
へ

の
義
務
規
定
の
解
釈
は
、

公
共
施
設
の
技
術
的
基
準

で
あ
り
、
開
発
区
域
全
域

を
事
業
者
に
負
わ
す
も
の

で
は
な
い
。

問　

要
綱
に
よ
り
、
全
て

の
法
が
ク
リ
ア
で
き
て
、

裁
判
に
な
っ
て
も
自
信
が

あ
る
か
。

答　

は
い
、
あ
り
ま
す
。

　

２
月
12
日
に
全
員
協
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
案
取
下
げ
経
緯

委
員
会
協
議（
抜
粋
）

全
員
協
議
会

　
　
協
議（
抜
粋
）

最
終
的
に
可
決

問　

旧
羽
合
町
時
代
に
開

発
許
可
さ
れ
た
公
社
の
案

件
と
、
今
回
の
開
発
と
の

間
で
、
下
水
道
の
取
り
扱

い
は
ど
う
な
の
か
。

答　

調
査
し
て
み
る
。

問　

要
綱
作
成
の
法
的
根

拠
は
。

答　

生
涯
活
躍
の
ま
ち
事

業
を
推
進
す
る
上
で
、
必

要
な
措
置
と
判
断
し
た
。

　

２
月
15
日
に
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

　

旧
羽
合
地
域
で
の
公
社

に
よ
る
開
発
に
お
い
て
、

行
政
に
よ
る
支
援
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
も
承
認
要

因
。

　

し
か
し
、
都
計
法
上
の

解
釈
論
や
、
開
発
者
の
責

務
と
行
政
の
役
割
に
つ
い

て
、
明
解
な
結
論
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

最
終
的
に
町
長
の
政
策

論
の
是
非
で
決
着
し
た
。
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議員活動　

意見交換会　

人権教育　

問

答

「ゆるりん館」ができたが、計画の案内がな

かった。

それぞれの区長さんなどにはお集まりいただ

き話はあったと思いますが、住民に広げると

いう点で十分ではなかったと思う。指定管理

を受けているまちづくり会社もＰＲが必要だ

し、行政も一緒になって取り組む必要があ

る。

大勢の中で話をするのは皆さん勇気がいる。

地域の方の思いをどうやって吸い上げるか考

えてほしい。

組織や地域ごとで意見を聴く会は行っている

が、もっと地元に出かけて皆さんの意見を聴

くことも大切だと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

人権について議会ではどのように取り組んで

いるか。

町主催の研修会に参加するようにしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

用地を複数用途に区切って使い分ける利用法

を考えてはどうか。

地域ニーズを考慮し、多用途や単独利用な

ど、さまざまな形態を検討したい。

跡地利用という短絡的な考えでなく、将来の

まちづくりを見越した利活用を望む。

学校跡地に特化した検討とせず、町全体で短

期的・長期的な視点を考えながら進める。

たじりこども園や役場庁舎など、老朽化した

施設の建替え利用も考えてはどうか。

たじりこども園の建替えはほぼ決定事項で、

そのほかに緊急性の高い公共施設の建替えを

絡めて考えていきたい。

既存建物が残っての用地利用には制約があ

り、将来的な活用が難しくなるのでは。

既存施設は耐震化の必要もあり、地域ニーズ

と効果など総合的に考えていきたい。

行政の跡地利用検討委員会は、どんな形で進

めていたのか。

主に有識者や各種団体代表に加えて、公募を

含め20名の委員で編成し進められた。

羽合地域の子どもたちが天候に左右されずに

遊べる屋内施設を考えてほしい。

北溟体育館とたじりこども園の整備を含め、

一体的な検討材料に加えてみたい。

　６回目となる「住民と議会の意見交換会」を平成30年11月22日（東郷地区）、27日（泊地区）、12月

４日（羽合地区）の３会場で行いました。

　議会・町政に対して多くのご意見・提言をいただきました。町行政に関するご意見・要望などは、

町行政部局に回答を求め、議会として検討するものは委員会で協議し、その結果を議会広報に掲載し

ていきます。

　今回は、意見と回答の一部を紹介します。紹介しきれなかったものは、次号に掲載します。

国道１７９号バイパス
問

答

問

答

問

答

羽合地区の水　
問

答

防災情報　
問

答

地域おこし協力隊　
問

答

ＣＣＲＣ　
問

答

青少年の健全育成　
問

答

新中学校　
問

答

問

答

公民館活動　
問

答

若い人に向けた広報紙づくり
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

旧道側も県・町道に格下げにならないよう要

望する。羽合インターからはわい温泉への誘

導をしっかりしてほしい。

看板などの表示をわかりやすくする必要を感

じる。実現に向け、声を上げていく。

県立美術館、三徳山などのバイパスになって

通り過ぎるだけにならないよう考えてほし

い。

観光協会などが看板などを十分に整備しても

らって誘導できる体制づくりを要望されてい

る。町と連携しながらやっていきたい。

子どもたちも通学路として利用するので、き

め細やかな説明を対象地域にしてほしい。

その辺もきちんと議論されて整備されると考

えている。地元説明会もやられると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　

羽合地区の水を「よろしくない水」と言われ

たが、どんな水なのか。

羽合地区は天神川の伏流水を飲料水として利

用しており、下流に位置し、三朝・倉吉地域

より塩素殺菌が必要であり、味としてよろし

くない水と言った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

台風により、泊地域に避難指示が出された

が、細かい情報がなかった。ＳＮＳやケーブ

ルテレビを利用し、細かい情報がほしい。

高齢者や障がい者などの方は、早めの避難を

お願いしたい。検討し、必要であれば要望し

たい。

　　　　　　　　　　　　　

地域おこし協力隊の任務について、何を求め

て、何をしてもらうのか。もう少し行政とし

てきちんとするべきでは。

何が主なのか、まちづくり会社や町の担当課

に話をする。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

「ゆるりん館」や「レークサイド・ヴィレッ

ジ」など、将来的な視点でどのくらい検討し

たのか。

経営基盤がきっちりできてないと、長続きし

ない。どうやって経営基盤を確立していく

か、我々も一緒になって考えていかなければ

ならない。

　　　　　　　　　　　　　

子育て支援、青少年の健全育成を。

一層努めていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

通学路の街路灯の整備は。

順次整備していく。

新中学校ニュースを知らせてほしい。

適宜報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　

地域コミュニティのあり方は。

さらに勉強していきたい。

　　　　　　　　

楽しいイラストを入れるなど、高校生を視野

に入れた編集を。

中学生がわかる編集を心がけている。工夫し

ていきたい。

問

答

問

答

中学校跡地利用
問

答

旧東郷中学校の普通教室棟

国道179号の延伸に着手（田後）
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議員活動　

意見交換会　

人権教育　

問

答

「ゆるりん館」ができたが、計画の案内がな

かった。

それぞれの区長さんなどにはお集まりいただ

き話はあったと思いますが、住民に広げると

いう点で十分ではなかったと思う。指定管理

を受けているまちづくり会社もＰＲが必要だ

し、行政も一緒になって取り組む必要があ

る。

大勢の中で話をするのは皆さん勇気がいる。

地域の方の思いをどうやって吸い上げるか考

えてほしい。

組織や地域ごとで意見を聴く会は行っている

が、もっと地元に出かけて皆さんの意見を聴

くことも大切だと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

人権について議会ではどのように取り組んで

いるか。

町主催の研修会に参加するようにしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

用地を複数用途に区切って使い分ける利用法

を考えてはどうか。

地域ニーズを考慮し、多用途や単独利用な

ど、さまざまな形態を検討したい。

跡地利用という短絡的な考えでなく、将来の

まちづくりを見越した利活用を望む。

学校跡地に特化した検討とせず、町全体で短

期的・長期的な視点を考えながら進める。

たじりこども園や役場庁舎など、老朽化した

施設の建替え利用も考えてはどうか。

たじりこども園の建替えはほぼ決定事項で、

そのほかに緊急性の高い公共施設の建替えを

絡めて考えていきたい。

既存建物が残っての用地利用には制約があ

り、将来的な活用が難しくなるのでは。

既存施設は耐震化の必要もあり、地域ニーズ

と効果など総合的に考えていきたい。

行政の跡地利用検討委員会は、どんな形で進

めていたのか。

主に有識者や各種団体代表に加えて、公募を

含め20名の委員で編成し進められた。

羽合地域の子どもたちが天候に左右されずに

遊べる屋内施設を考えてほしい。

北溟体育館とたじりこども園の整備を含め、

一体的な検討材料に加えてみたい。

　６回目となる「住民と議会の意見交換会」を平成30年11月22日（東郷地区）、27日（泊地区）、12月

４日（羽合地区）の３会場で行いました。

　議会・町政に対して多くのご意見・提言をいただきました。町行政に関するご意見・要望などは、

町行政部局に回答を求め、議会として検討するものは委員会で協議し、その結果を議会広報に掲載し

ていきます。

　今回は、意見と回答の一部を紹介します。紹介しきれなかったものは、次号に掲載します。

国道１７９号バイパス
問

答

問

答

問

答

羽合地区の水　
問

答

防災情報　
問

答

地域おこし協力隊　
問

答

ＣＣＲＣ　
問

答

青少年の健全育成　
問

答

新中学校　
問

答

問

答

公民館活動　
問

答

若い人に向けた広報紙づくり
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

旧道側も県・町道に格下げにならないよう要

望する。羽合インターからはわい温泉への誘

導をしっかりしてほしい。

看板などの表示をわかりやすくする必要を感

じる。実現に向け、声を上げていく。

県立美術館、三徳山などのバイパスになって

通り過ぎるだけにならないよう考えてほし

い。

観光協会などが看板などを十分に整備しても

らって誘導できる体制づくりを要望されてい

る。町と連携しながらやっていきたい。

子どもたちも通学路として利用するので、き

め細やかな説明を対象地域にしてほしい。

その辺もきちんと議論されて整備されると考

えている。地元説明会もやられると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　

羽合地区の水を「よろしくない水」と言われ

たが、どんな水なのか。

羽合地区は天神川の伏流水を飲料水として利

用しており、下流に位置し、三朝・倉吉地域

より塩素殺菌が必要であり、味としてよろし

くない水と言った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

台風により、泊地域に避難指示が出された

が、細かい情報がなかった。ＳＮＳやケーブ

ルテレビを利用し、細かい情報がほしい。

高齢者や障がい者などの方は、早めの避難を

お願いしたい。検討し、必要であれば要望し

たい。

　　　　　　　　　　　　　

地域おこし協力隊の任務について、何を求め

て、何をしてもらうのか。もう少し行政とし

てきちんとするべきでは。

何が主なのか、まちづくり会社や町の担当課

に話をする。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

「ゆるりん館」や「レークサイド・ヴィレッ

ジ」など、将来的な視点でどのくらい検討し

たのか。

経営基盤がきっちりできてないと、長続きし

ない。どうやって経営基盤を確立していく

か、我々も一緒になって考えていかなければ

ならない。

　　　　　　　　　　　　　

子育て支援、青少年の健全育成を。

一層努めていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

通学路の街路灯の整備は。

順次整備していく。

新中学校ニュースを知らせてほしい。

適宜報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　

地域コミュニティのあり方は。

さらに勉強していきたい。

　　　　　　　　

楽しいイラストを入れるなど、高校生を視野

に入れた編集を。

中学生がわかる編集を心がけている。工夫し

ていきたい。

問

答

問

答

中学校跡地利用
問

答

旧東郷中学校の普通教室棟

国道179号の延伸に着手（田後）

住民と議会の意見交換会を開催しました
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議会の傍聴をお気軽に

辺　美礼さん（久留）
ピョン

　

ミ  レイ

　３月末をもって湯梨浜町の地域おこし

協力隊として２年半の任期を終えまし

た。湯梨浜町の生涯活躍のまち構想の実

現という大きな枠組みの中はじまった仕

事と生活。

　当初は、地域に溶け込めるのか不安が

あったことを覚えていますが、すぐにた

くさんの方々からお声かけや応援をして

いただき、次第に地域の方々と協働させ

ていただく機会が増えました。

　まちづくり会社の立ち上げから、ふる

さと納税の業務、「まちの保健室」をは

じめとする交流拠点の計画や仕組みづく

りなど今まで経験したことのない業務に

も携わることができました。その間、挑

戦できたことだけでなく、達成し得な

かったこともまた多くあります。個人的

な力量不足を痛感したり、制度の限界が

見えたりと要因はさまざまです。これら

を含めて本当に良い経験となりました。

　今後は湯梨浜で「暮らす」ことを楽し

みながら、枠組みにとらわれず自分自身

ができること、したいことにチャレンジ

しながら、今までご支援いただいた方々

への恩返しができればと考えています。

【
編
集
】
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広
報
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会

　
カ
メ
ム
シ
が
、
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、「
今
年
は
大
雪
に
な

る
で
〜
」
と
い
う
人
も
い
た

が
、
早
い
も
の
で
年
度
末
の
３

月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
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３
月
９
日
に
東
郷
・
北
溟
中

学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
３
年
間
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
母
校
が
な
く
な
る
寂
し
さ

も
あ
る
が
、
４
月
に
開
校
を
迎

え
る
、
湯
梨
浜
中
学
校
で
は
、

東
郷
・
北
溟
両
校
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
新
た
な
伝
統
を
築
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
。（

記
　
濱
中
）
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることのできる身近な方法です。ど

なたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。

　議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホームページでお知らせします。


